
























































ない。私たちは第 1回のシンポジウムの成果を踏まえて、2014 年 1 月に第 2回シンポジウム「〈法〉の移転と変容」
を開催した。ここでは「〈法〉の継受と近代化」を念頭に置きつつ、異法融合の一般理論をも併せて扱うことに
なった。パネリストは日本、ブラジル、インド、マレーシア、セルビアの事例を取り上げた。「近代化」について
言えば、西欧のごく少数の限られた例以外はいずれも後発と言ってよく、これらの国々もそうである。社会の変化
に対応した、あるいはそれを先導するような法システムの近代化が求められ、体系的な法制度（必ずしも西洋法起
源とは限らない）を構築することによって社会の近代化に資することを目指していたのである。
今後の研究の方向
　もとは個人の研究テーマを「〈法〉概念研究」としてユニットで取り上げたのであって、主催者側に法学の研究
者がいない中で、どの企画も「手さぐり」で進めたというのが正直なところである。今後何らかの形で〈法〉概念
の比較研究を目指すということになれば、専門研究者がさらに深く関わる必要があるだろう。ただし、この企画の
責任者である沼田は別の方向を模索したいと考えているので、その概要を覚書として記す。
　現代インドの法制度は基本的にイギリス法を継受し、インド憲法においてもいわゆる「世俗国家」であることを
宣言しているが、婚姻法は宗教によって異なっており、憲法が統一民法典の制定を要求するにもかかわらず、それ
は実現していない。ヒンドゥー教徒の生活空間における〈法〉は、伝統的な「ダルマシャーストラ」の世界なの
か、それとも「ダルマシャーストラ」とは一線を画したヒンドゥー的なるもの（明確には定式化できないが）なの
だろうか。
　また、インドの法文化はヒンドゥー教や仏教の伝播とともに東南アジアをはじめとするアジアの広い地域に拡
がっている。タイやビルマの伝統法に『マヌ法典』などの「ダルマシャーストラ」が強く影響していることが知ら
れているし、バリのヒンドゥー社会では今日なおサンスクリット文化の伝統が継承されている。これらの地域にお
いてインドの伝統法がどのように受容され、変容し、そして今日にいたっているのかを明らかにしたいと考えてい
る。もちろんどの課題に取り組むとしても、多くの分野の研究者との共同作業が必要であることは言うまでもな
い。
　第 2ユニットの活動として取り上げていただいた〈法〉の研究は、ユニットが目指す「あらゆる思考が差異を保
ちつつ交流し合う方法の確立」や「多様な国語相互の差異がその文化の差異の反映であることを見失うことなしに
研究が交流される仕組みを明らかにすること」に直接寄与することはなく、しかしその枠組に入れる個別的な事例
としては意味があったのかもしれない。今後はセンターの活動で得たものを糧にして、広い視野を保ちながら研究
を進めたいと考えている。
